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　望遠鏡の金具の冷たさが二手に感ぜられなくなった．寳

に見るプレヤデスが薄い光の霜の黄道光の巾で震るへてみ

るのを見ると（毎年さうだが），春がきたのをしみじみと感

ずる．

　陽春四月！！陽氣に誘はオtてか，ぼつぼつ天文痘を参観

に來る。三月は約二百五十名．自分の論明も大分板についてきたし，32cmの

ヵルヅ1赤道儀も，もう大畠操作出丸る様になった．tの望遠鏡の眞債が自分

の乎で密画されるのも点り遠くないことし思はれるが今は，未だ時計仕掛の方

に大分故障があり，且つ鏡の鍍銀も仕直されねばならない．

　時計もスム1スに動き，鍍銀も仕上げられ，共の上自分も充分この望遠鏡が

使ひこなせる様になったら，一さて今年は火星がやって來るのだが，一一自

分は遊星面の観測に於ては全然素人であり，叉観測に最も困難といはれる火星

であるから，今の虞，何虚まで晶晶が仕得られるかは疑問であるが，この機會

は逃さすに，あくまで二面，精働に見る積りである．

　もう専門の槻測家達は今月頃からポツポツ観測仕初めるのであらうが，自分

も伊達幹事に指導して頂いて下句頃から初める積りである．

　継立の攣光星の方は，木邊さんと相談の上大正の方針は決まって，南天の星

を主に見る様になるであらうが，詳細は二見の上でと思ってみる・

　三月は何もしなかった．生活が落ち付かぬ沁めと，天文三内に市の青年道場

といふ様なものがあって不便極まりなく，その上自分が今年初めから身艦が本

調子でなかった事等で，ともかく怠け暮らして皆様に實に恥かしV・次第です．

凡てが本調子になりましたら懸命に働みますから何卒御寛恕下さい・

　皆様が一度御三訪あらん事を期して待って居ります．（岡林滋樹）
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囹眼親愛光星観測論　銀河臨時増刊叢書第3輯として本會観測部長木邊成麿氏

及び散：小山理二士の執筆せられた観測部員の必讃書・

囹支部報篤52號（四月1日附）130部獲行，天界新知識の急報・
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土谷脚儲」酒瀬「太陽プロミネンス蹴いて嫌先生「鰍抽

の凹凹滴徽が新プラネタリウム解絶群の紹介等あり・盛晦擁

IH二者19名．

　圏銀河第3巻第3號　　五月1日附獲行，200部突破記念號として60頁．

表鰍星’地球欄」・四脚1中脳影」（ア囎眞版）’「火鞠・瑚」・枚

（門門四一剛臆蹴聯｛哩論の刊行i：waL’C」・「火構切論騰』1、

ツバ磁鯛（2）fFl　il’　「e士翻倒の生醐江原「鞠’瞬の太陽・叫、

松三鰐士・「保土谷殿横山劇「暦」s●肱「天斑鳩「蜘噺，，1

翻婆獄膿；撒灘雑詠罫灘麗麗1蕊鷺諏鞭・
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白白一戸の欄事の見方と共噸勝一氏の塘であ・・糸’5iiliu，　2＃Y

叫篇鞍の蹴蹄る・第二脚：鱒加の訓の蹴訪る・第ミ隔

の吉凶の眞相綿・第醗＝杁宿及び七職織縞第五オ濡六・隔

朧隅第六撒星の實朧禍靴脚勲蹴を｝陥伽噸

鷺選灘：叢錦織票卵聯嫡の研究隔

’O・　tesseSN轄は「科墨ペン」五槻の野尻抱影ゆ畑賊軍・・縛

れたものである・それに「交四則聡身撒徽講ン岡焼楚西勘

翻二四軍課）とを合し，北京近代欄品陥τ臓號の鞠・と、

れたものである・詩経職曜名と｝鰺・昴識定・激牽9・，　9“，　＊，

斗・伯鱒「臓星），長「肺鵬12櫛る・　T「tl和啓明・鹸の鰍晦

の事である．

附記伊野にお願嚇すこと躍る・それは邦野冊で縮即1隔：

　　出たもの購入して居るが・そのf也のもので萌脚トのものを隔・暢

　　は本誌に御投稿下さらば幸遊の到りである・遡っても然りである．


